
ファンド通信 

厳選ジャパン  
追加型投信/国内/株式 
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純資産総額（右軸） 

分配金再投資基準価額（左軸） 

基準価額（左軸） 

※期間：2017年9月28日（設定日前日）～2019年3月25日(日次) 
※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファン
ドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異なります。※騰落率については、税引前の分配金を再投資したものとして算出しています
ので、実際の投資家利回りとは異なります。各期間は基準日から過去に遡っています。TOPIX（配当込）は株式市場の動向を示す指標の一つとして例示したもので
あり、ファンドのベンチマークではありません。 
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設定来の分配金実績 

2019年3月25日 

販売用資料 

（億円） 

（年/月） 

平素は、「厳選ジャパン」（以下、当ファンドといいます。）をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、2019年3月25日の決算において、基準価額の水準や市況動向等を勘案し、分配金額（1万口
当たり、税引前）を500円と決定いたしました。 

つきましては、当ファンドの足元の運用状況と今後の見通しについてご説明します。  

分配金に関するお知らせ 
 

※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

商 号 等 ： アセットマネジメントOne株式会社 
 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号   
加入協会： 一般社団法人投資信託協会 
 一般社団法人日本投資顧問業協会 

商 号 等 ： 株式会社SBI証券 
      金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 
加入協会： 日本証券業協会 一般社団法人金融先物取引業協会 
               一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

■投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは ■設定・運用は 

（円） 

※分配金実績は、1万口当たりの税引前分配金を表示しています。  
※運用状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。上記は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額に
ついて示唆、保証するものではありません。  

第1期 
2018/3/23 

第2期 
2018/9/25 

第3期 
2019/3/25 

設定来累計 
分配金 

500円 500円 500円 1,500円 

運用実績 

基準価額の推移 騰落率 
（基準日：2019年3月25日時点） 

-4.02% 

16.43% 

31.57% 

-12.53% 

-3.15% -3.61% 

6ヵ月 1年 設定来 

ファンド 

【ご参考】TOPIX（配当込） 

13,157円 

11,595円 
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ポートフォリオの状況（2019年2月末時点） 

  銘柄名 組入比率 注目ポイント 

1 チームスピリット             5.6% 
勤怠管理や経費精算など働く人が毎日使う様々なシステムを統合して使いやすくするソフトウェア
をクラウドで提供。企業が働き方改革や生産性改善を目指すなか、働く人の負担軽減や、活動
情報を分析し生産性の向上に役立てることができる同社のサービスの成長に期待。 

2 ラクスル                 5.4% 
デジタル化が進んでいない産業へ業務のデジタル化を提案。現在の主力分野は印刷ビジネス。今
後は運送ビジネスでの成長にも注目。 

3 ビジョン                 5.3% 
スマートフォンによる屋外での情報収集が当たり前になるなか、海外出張や旅行先でもインターネッ
ト利用を可能にするグローバルWiFi事業に注目。 

4 ペプチドリーム              5.3% 
ペプチド（アミノ酸分子の一形態）の設計・探索、制御技術を強みに医薬品開発の共同研究
や技術貸与、自社創薬で成長を目指す。 

5 イトクロ                 4.8% 
学習塾の情報サイトを運営。情報量の多さを強みに、学習塾のインターネット広告拡大や教育関
連のサービスで成長を期待。 

6 ジャパンエレベーターサービスホールディングス 4.6% 
エレベーターの保守・保全・リニューアルを行う。遠隔制御などの技術力とコスト競争力でサービス
力を高め成長を狙う。長期的には海外展開にも期待。 

7 朝日インテック              4.5% 
カテーテル治療に使用するPTCAガイドワイヤーに強み。患者の体力的な負担が少ないカテーテル
治療の普及とシェア拡大による成長に注目。関連領域での新製品戦略にも期待。 

8 オイシックス・ラ・大地          4.5% 
安心・安全・おいしい食材を生産者から調達し、家庭に宅配するビジネスを行う。インターネットを
活用することにより便利なサービスを目指す。食の安心・安全志向、健康志向の高まり、食品の
買い物にかかっている時間の短縮ニーズが追い風になると期待。 

9 レノバ                  4.4% 
太陽光・バイオマス・風力などの再生可能エネルギーの発電施設を開発・運営する会社。開発中
のプロジェクトが多数あり、今後の収益寄与に期待。 

10 ALBERT              4.4% 
ビッグデータを分析し顧客にソリューションを提供する企業。データアナリストを多数抱えていることが
強み。新しいマネジメント陣により経営の見直しが行われ、収益構造が改善。業界大手との提携
による今後の事業展開に期待。 

※比率はいずれもファンドの純資産
総額に対する比率です。 

※上記銘柄を推奨するものではあり
ません。また、上記銘柄の当ファン
ドにおける将来の保有を示唆・保
証するものではありません。 

※左記比率は、小数点第2位以下
を四捨五入しているため、合計が
100％とならないことがあります。 

※業種は東証33業種分類によるも
のです。 

 

組入上位10銘柄 
組入銘柄数：27銘柄 

 景気の弱さが株式市場を支える 
昨年末にかけて世界的景気減速懸念などを背景に株式市場は大幅に下落しました。このような状況を受けて各国が景気刺激的
な政策を打ち出してくることが、株式市場を支えると考えています。米国・中国・欧州・日本などの景気に配慮した金融政策や、中
国の財政政策、日本の消費税増税に向けた政策などの効果が、日本株市場を支えるとみています。 
  
 株式市場の変動に一喜一憂しない～成長企業へ投資 
株式市場の変動が懸念されるなか、短期的な金融市場の動きにとらわれすぎず、現実社会に根ざした企業の成長に中長期目線
で投資することが重要と考えています。日本社会は、テクノロジーの進化により変革･成長期にあると考えています。さらに、人口減
少・少子高齢化が加わって、新しい企業やビジネスが急速に出てきている状況ととらえています。社会課題の解決に貢献するような、
成長が期待できる企業に投資していきたいと考えています。 

運用者からのメッセージ 

※上記は過去の運用実績または作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 
また、上記の見通しや運用方針は、投資環境の変化などにより予告なく変更される場合があります。 

 

業種別組入比率 

情報・通信業, 

54.7% 
サービス業, 

21.9% 

医薬品, 5.3% 

精密機器, 

4.5% 

小売業, 4.5% 

電気・ガス業, 

4.4% 

不動産業, 

1.7% 
その他, 2.9% 
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【指数の著作権等】東証株価指数（TOPIX）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用
など同指数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。 
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